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　小規模ながらも校区を挙げて盛大に行われる阿伝小学校の運
動会を、同校児童らが生き生きと描いてくれた。
　未就学児からお年寄りまで多くの校区民が、総出で参加する
「大」運動会も、あと数年で見られなくなる。
　時代の流れとはいえ、やはりさびしい。

喜界町は「日本で最も美しい村」
連合に加盟しています。

２年　春日　未優２年　酒井　拓人２年　吉田　光希

３年　酒井　杏実

２年　保科　果南

２年　神田　恵士

４年　竹下　明希

阿
伝
学
校

大
運
動
会

みみ
んん
なな

でで

たた

の
しし
いい
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第
48
回
町
民
体
育
祭

安
定
し
て

得
点
を
獲
得

　

第
47
回
町
民
体
育
祭
が
10
月
10
日
、

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

A
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
湾
が
全
競
技
で
安

定
し
て
上
位
に
食
い
込
み
３
連
覇
を
達

成
し
た
。

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
ト
ラ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー

ル
ド
両
競
技
と
も
に
１
位
は
少
な
い
も

の
の
多
く
の
競
技
で
３
位
以
内
に
食
い

込
む
地
力
を
見
せ
た
志
佐
が
、
全
体
で

も
３
位
と
な
る
１
４
９
点
で
優
勝
し
た
。

　

躍
進
賞
に
は
、
前
回
の
69
点
か
ら

１
０
０
点
へ
と
大
き
く
得
点
を
伸
ば
し

た
中
里
連
合
が
輝
い
た
。

　

な
お
、
開
会
式
に
お
い
て
、
本
町
に

お
け
る
体
育
の
振
興
や
普
及
に
功
績
の

あ
っ
た
体
育
功
労
者
お
よ
び
県
大
会
・

郡
大
会
で
顕
著
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・

団
体
へ
の
表
彰
も
あ
っ
た
。

湾
Ｃ
改
め
中
里
連
合
は
前
回
69
点
か
ら
１
０
０
点
の
大
躍
進Bクラスは志佐が全体３位の高得点で優勝

Aブロック 校 区 得点
優　勝 湾 199
第２位 上 嘉 鉄 156
第３位 赤 連 池 治 127
第４位 荒 木 110
第５位 早 町 88

Bブロック 校 区 得点
優  勝 志 佐 149
第２位 中 里 連 合 100
第３位 坂 嶺 84
第４位 小 野 津 65
第５位 滝 川 60
第６位 阿 伝 39

中 里 連 合 前回６９→今回１００

総合順位表

躍進賞

見事３連覇見事３連覇のの湾体協湾体協

３
連
覇
達
成

３
連
覇
達
成

湾
が

!!
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●めざせ！ホールインワン
1位 上嘉鉄 21打
2位 早町 22打
3位 湾 22打

●放とうボール
1位 湾 3分15秒 1
2 位 上嘉鉄 3分 27秒 5
3 位 志佐 3分 33秒 3
●二人仲良く
1位 湾 39秒 8
2位 上嘉鉄 40秒 8
3位 赤連・池治 42秒 4
●玉入れ
1位 湾 48個
2位 志佐 32個
3位 小野津 30個

●輪投げ
1位 赤連・池治 1分 17秒 4
2 位 湾 1分 29秒 3
3 位 中里連合 1分 30秒 4

●運俵リレー
1位 上嘉鉄 36秒 9
2位 湾 42秒 2
3位 小野津 44秒 1
●綱引き
1位 上嘉鉄
2位 荒木
3位 湾　赤連・池治
●ナイス !ストライク
1位 湾 1分 06秒 5
2 位 志佐 1分11秒 3
3 位 荒木 1分18秒 6

●安全運転
1位 上嘉鉄 1分 31秒 2
2 位 湾 1分 37秒 4
3 位 志佐 1分 50秒 0
●むかで競走
1位 上嘉鉄 1分11秒 6
2 位 赤連・池治 1分 39秒 0
3 位 中里連合 1分 44秒 7

団体競技及びフィールド競技記録

平 成 回 Ａブロック Ｂブロック

9 35 湾　Ｂ 志　佐

10 36 荒　木 小野津

11 37 上嘉鉄 湾　Ａ

12 38 上嘉鉄 湾　Ｃ

13 39 上嘉鉄 湾　Ｃ

14 40 上嘉鉄 坂　嶺

15 41 上嘉鉄 坂　嶺

16 42 湾　Ｂ 湾　Ｃ

17 43 上嘉鉄 志　佐

18 44 湾 荒　木

19 45 赤連池治 滝　川

20 46 湾 早　町

21 47 湾 赤連池治

22 48 湾 志　佐
※湾Ｂは現在の赤連池治、同じく湾Ｃは中里連合

歴代優勝地区（ブロック制移行後）
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●100㍍走小学男子
1位 岩越　海闘 赤連・池治 15秒 0
2位 澄　　慶宏 上嘉鉄 15秒 4
3位 西　　陽生 志佐 15秒 6

● 100㍍走小学女子
1位 界　　眞子 赤連・池治 15秒 6
2位 三幸　菜々 中里連合 15秒 7
3位 重田　和美 湾 16秒 2

● 100㍍走中学男子
1位 富田　優也 志佐 12秒 9
2位 岩崎　大雅 荒木 12秒 9
3位 山倉　海 中里連合 13秒 0

● 100㍍走中学女子
1位 榮田　琴美 上嘉鉄 14秒 6
2位 岡本　さら 荒木 14秒 6
3位 重村　美明 湾 15秒 3

● 100㍍走高校男子
1位 若松　雄 早町 12秒 1
2位 松元　翔太 中里連合 12秒 2
3位 長島　翔 湾 12秒 5

● 100㍍走高校女子
1位 濱川　幸美 上嘉鉄 14秒 4
2位 三田美志保 志佐 15秒 1
3位 重村　星 湾 15秒 1

● 100㍍走 20歳代男子
1位 古謝　太志 赤連・池治 12秒 5
2位 富田　健太 上嘉鉄 12秒 5
3位 相良　忠之 湾 12秒 7

● 100㍍走 20歳代女子
1位 乾　　千尋 湾 14秒 6
2位 上間　笑菜 坂嶺 16秒 3
3位 廣　　綾乃 上嘉鉄 16秒 3

● 100㍍走 30歳代男子
1位 碇山　貴文 荒木 12秒 9
2位 上地　徳人 湾 13秒 0
3位 浜田　勇樹 志佐 13秒 2

● 100㍍走 30歳代女子
1位 大山　仁美 早町 16秒 7
2位 佐久田百代 中里連合 17秒 0
3位 豊原　周子 坂嶺 17秒 2

● 100㍍走 40歳代男子
1位 向井　康治 志佐 13秒 1
2位 平　　康之 上嘉鉄 13秒 2
3位 高味修一郎 早町 13秒 9

● 100㍍走 40歳代女子
1位 廣瀬　信子 湾 16秒 9
2位 東崎　千春 中里連合 18秒 3
3位 中馬　俊子 荒木 18秒 8

● 100㍍走 50歳代男子
1位 高岡　清信 赤連・池治 14秒 7
2位 界田　満仁 湾 14秒 7
3位 嶺　　義久 滝川 15秒 7

● 400㍍リレー小学男子
1位 荒木 1分 05秒 2
2位 赤連・池治 1分 07秒 5
3位 湾 1分 07秒 6

● 400㍍リレー小学女子
1位 赤連・池治 1分 07秒 2
2位 湾 1分 08秒 9
3位 志佐 1分 10秒 4

● 800㍍リレー中学男子
1位 荒木 1分 54秒 4
2位 湾　志佐（同着） 1分 54秒 7

● 400㍍リレー中学女子
1位 上嘉鉄 　1分 00秒 9
2位 湾 1分 01秒 1
3位 荒木 1分 02秒 1

● 600㍍リレー混成女子
1位 湾 1分 35秒 9
2位 赤連・池治 1分 37秒 3
3位 上嘉鉄 1分 39秒 3

● 1500㍍走高校男子
1位 廣　　和樹 上嘉鉄 4分 46秒 0
2位 岩崎　雄 荒木 4分 50秒 5
3位 渡　　秀人 湾 4分 50秒 9

● 1500㍍走一般男子
1位 松田　建嗣 赤連・池治 4分 46秒 8
2位 積山　寿久 坂嶺 5分 03秒 3
3位 松村　忍 中里連合 5分 10秒 2

● 1500㍍走中学男子
1位 久保　廉平 湾 4分 51秒 3
2位 福島　碧水 湾 4分 53秒 9
3位 生島　常仁 志佐 4分 55秒 0

● 400㍍リレー高校女子
1位 上嘉鉄 59秒 2
2位 湾 1分 01秒 6
3位 赤連・池治 1分 03秒 4

● 400㍍リレー青年女子
1位 湾 1分 01秒 7
2位 早町 1分 06秒 9
3位 赤連・池治 1分 07秒 4

● 800㍍リレー高校男子
1位 坂嶺 1分 46秒 7
2位 湾 1分 47秒 0
3位 中里連合 1分 47秒 5

● 800㍍リレー青年男子
1位 上嘉鉄 1分 48秒 2
2位 湾 1分 49秒 3
3位 赤連・池治 1分 52秒 9

第 48回町民体育祭各種目記録

◆ 中里連合=中里・川嶺・羽里・山田

●ソフトボール投げ青年女子
1位 幸　里菜子 湾 43.55m
2位 西岡　恵理 上嘉鉄 42.85m
3位 勝本　淳子 赤連・池治 37.75m
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    優勝に輝いた志佐Bチームと応援団

ふるさとで旧友と童心に返る　喜界二九会全国同窓会ふるさと大会

関西喜界郷友会がソフトボールで親睦深める

 町内外から１１７人を集めた二九会全国同窓会

同窓生演じる貫一、お宮に歓声

地元女性陣による舞踊

シマの話題 その１ Topics in KIKAIJIMA

　昭和29年に中学校を卒業した昭和13年４月から14年
３月までに生まれた年代でつくる喜界二九会（松村秀一
郎会長）は10月22日と23日、町内外から117人を集め
て全国同窓会ふるさと大会を開催した。
　一日目は、あいにくの悪天候のため当初予定していた
スギラビーチから自然休養村管理センターに会場を変更
し、再会を祝して親睦会をした。
　あいさつした松村会長は「島で生を受け、昭和29年
に新制中学校を巣立った同期生百余名が、元気にふるさ
とで集えることに感謝、感激している。一堂に会するの
は最後かもしれないが、同期生の健康がいつまでも約束
され、幸多からんことを祈念します」と再会の喜びを
語った。参加者らは全員参加の八月踊りやカラオケ大会
で久々に顔を合わせる同窓生と旧交を温めながら、大い
に会を盛りあげた。
　二日目は、喜界第一ホテルに会場を移して厄払いや記
念撮影、ふるさとのビデオ鑑賞などの他、記念式典をし
た。式典では物故者へ追悼黙想を捧げ、各地区同窓会の
代表あいさつや祝電披露、会計報告があった。
　ひきつづき行われた祝賀会は、関東地区の吉岡茂夫さ

　

関
西
喜
界
町
郷
友
会（
折

田
強
会
長
）
は
９
月
26
日
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
目
的

に
、
鳴
尾
浜
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
兵

庫
県
西
宮
市
）
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
た
。

　

同
大
会
に
は
各
校
区
代

表
チ
ー
ム
の
他
、
昭
和
34

年
生
と
平
成
３
年
生
が
独

自
に
チ
ー
ム
を
結
成
。
計

14
チ
ー
ム
、
応
援
団
も
含

め
て
約
２
５
０
人
が
参
加

し
た
。

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
バ
ン
ト

や
盗
塁
、
タ
ッ
チ
ア
ッ
プ

は
認
め
ら
れ
ず
、
女
性
選

手
が
最
低

２
人
は
出
場

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な

ど
、各
年
代
、

男
女
共
に
楽

し
め
る
ル
ー

ル
で
、
爽
や

か
な
秋
空
の

下
、
和
気
あ

い
あ
い
と
熱

戦
を
繰
り
広

げ
た
。

　

好
プ
レ
ー

珍
プ
レ
ー

が
続
出
す

る
中
、
決
勝

戦
に
駒
を
進
め
た
の
は
志

佐
会
Ｂ
と
小
野
津
Ａ
。
母

校
と
集
落
の
名
誉
を
か
け

た
両
チ
ー
ム
は
白
熱
し
た

ゲ
ー
ム
を
展
開
し
、
志
佐

会
Ｂ
が
見
事
に
勝
利
を
収

め
た
。

　

同
チ
ー
ム
の
優
勝
は
、

10
月
31
日
に
尼
崎
市
立
中

央
地
区
会
館
で
行
わ
れ
た

関
西
志
佐
会
（
平
田
猛
会

長
）の「
50
周
年
記
念
式
典
」

に
話
題
と
花
を
添
え
た
と

い
う
。

（
報
告:

関
西
喜
界
町
郷
友

会
事
務
局
）

ん（川嶺）の乾
杯で幕を開け、
同窓生による舞
踊や寸劇、愛島
盛蔵とブルー
コーラルの歌謡
ショー、先日東
京であった全国
民謡民舞大会で
優秀賞に輝いた川畑さおりさんの島唄などの出し物が、
目白押し。参加者らは連日の旧友とのひとときを、時間
と年齢を忘れて楽しんでいた。
　大阪から参加した吉見實利さん（上中）は「還暦同窓
会以来13年ぶりに帰郷した。東大阪市で野球審判を永
年務めており、県体野球での喜界町の優勝は涙ながらに
喜んだ。島の発展を心から願っている」、東京から駆
け付けた植田俟子さん（大朝戸、旧姓:衛守）は「やは
り『ドゥシンチャーヤ、ハナサ』。互いに、何も気を遣
うことなく若い頃に戻れる。島の温かさを胸に感じた」
と、それぞれあふれる喜びを話した。
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喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う
①

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

木
部　

暢
子 

氏
（
国
立
国
語
研
究
所
）

　

今
年
の
９
月
９
日
か
ら
15
日
ま

で
、
方
言
の
記
録
と
調
査
の
た
め

に
喜
界
島
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
国
立
国
語
研
究
所
、

東
京
大
学
、京
都
大
学
、琉
球
大
学
、

千
葉
大
学
、
金
沢
大
学
、
日
本
女

子
大
学
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
大
学
な
ど
か
ら
集
ま
っ

た
35
名
で
す
。
日
程
の
関
係
で
九

地
区
し
か
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
み
な
さ
ん
に
は
、

本
当
に
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
お
世
話
く
だ
さ
っ
た
教
育

委
員
会
の
方
々
に
も
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

喜
界
島
方
言
は
、
大
変
、
難
し

い
方
言
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な

発
見
も
あ
っ
て
、
楽
し
い
一
週
間
で

し
た
。
何
よ
り
、「
パ
・
ピ
・
プ
」

の
発
音
を
聞
い
た
と
き
に
は
、
感

動
し
ま
し
た
。「
パ
・
ピ
・
プ
」
の

発
音
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、

「
花
」を「
パ
ナ
」と
言
っ
た
り
、「
昼
」

を「
ピ
ル
」、「
節
」を「
プ
シ
」と
言
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
喜
界
島
の
北

部
で
盛
ん
で
す
。
一
方
、
喜
界
島

の
南
部
で
は
、
こ
れ
ら
を
「
フ
ァ

ナ
（
花
）」、「
フ
ィ
ル
（
昼
）」、「
フ

シ
（
節
）」
の
よ
う
に
発
音
し
ま
す
。

　

喜
界
島
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
こ
の
よ
う
な
発
音
は
当
た
り

前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
パ
ナ

（
花
）」、「
ピ
ル
（
昼
）」、「
プ
シ
（
節
）」

の
よ
う
な
発
音
は
、
じ
つ
は
、
奈

良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て

の
奈
良
や
京
都
の
こ
と
ば
（
大
和

言
葉
）
の
発
音
な
の
で
す
。
奈
良

や
京
都
で
は
そ
の
後
、「
パ
ナ
（
花
）」

が
「
フ
ァ
ナ
」
に
、「
ピ
ル
（
昼
）」

が
「
フ
ィ
ル
」
に
、「
プ
シ
（
節
）」

が
「
フ
シ
」
に
変
化
し
、
さ
ら
に
、

江
戸
時
代
初
期
（
17
世
紀
）
の
頃
、

「
フ
ァ
ナ（
花
）」が「
ハ
ナ
」に
、「
フ
ィ

ル
（
昼
）」
が
「
ヒ
ル
」
に
変
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
私
た
ち

は
大
学
の
授
業
で
習
う
の
で
す
が
、

授
業
で
は
も
ち
ろ
ん
、
昔
の
発
音

を
聞
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
、
喜
界
島
方
言
で
は
、
こ

れ
ら
の
発
音
を
実
際
に
聞
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
ま
る
で
、
話

に
聞
い
て
、
そ
の
姿
を
想
像
し
て

い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
出
会
え
た

よ
う
な
、
そ
ん
な
感
じ
で
し
た
。

　

ま
た
、
喜
界
島
方
言
は
地
区
ご

と
の
方
言
の
差
が
大
き
い
の
で
す

が
、
高
い
山
や
大
き
な
川
が
あ
る

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
な
ぜ
、
方

言
差
が
大
き
い
の
か
、
こ
れ
も
不

思
議
で
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
か
ら
解
明
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

喜
界
島
方
言
は
、
た
く
さ
ん

の
魅
力
と
た
く
さ
ん
の
不
思
議
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
喜

界
島
方
言
を
ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち

に
語
り
継
い
で
、
残
し
て
い
っ
て
い

た
だ
き
た
い
、
そ
う
い
う
思
い
で

帰
り
の
飛
行
機
に
乗
り
ま
し
た
。

　

喜
界
島
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
長

い
お
つ
き
あ
い
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

荒木での調査の様子

無
料
法
律
相
談
室
開
催
の
ご
案
内

　

法
律
問
題
や
ト
ラ
ブ
ル
を
抱

え
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
ん
な

相
談
恥
ず
か
し
く
て
で
き
な
い

と
か
、
法
律
相
談
す
る
べ
き
か

ど
う
か
で
お
悩
み
の
方
へ
、
弁

護
士
に
よ
る
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
受
け
れ
る
無
料
法
律
相
談

が
左
記
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
し

ま
す
。

●主催者　よつば法律事務所（大阪）
●開催日　平成22年11月29日（月）
●内　容　（講演会）９時～10時
　　　　　（法律相談）10時～13時
●場　所　役場コミュニティーホール

【問い合わせ】
　住民課戸籍係　☎ 65-１１１１（内線 31）

ご存知ですか？
スギラでのグラウンドゴルフには

申し込みが必要です！

～お知らせ～

　最近、空港臨海公園多目的広場（スギラビーチ
横の広場）で、申請をしないでグラウンドゴルフ
などの行事をされている方々がいます。
　少人数での利用は申請の必要はありませんが、
グラウンドゴルフなどの
大人数で広い面積を占用
する場合には、下記まで
申し込みが必要です。
　空港臨海公園は、みん
なの財産です。ルールを
守り、きれいに気持ちよ
く利用しましょう。

【申込先】
喜界ガーデンゴルフ　☎６５-１８５５

新
連
載
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県「若い経営者の主張大会」で
３位入賞 !!

光正太さん（インテリア光）

「正しく 明るく 強く」歌った早町小児童

町長に入賞を報告する光さん（中）

喜界島小唄を初披露した喜界島民謡同好会

シマの話題 その 2 Topics in KIKAIJIMA

　今年６月に本町で開催された大島地区の「若い
経営者の主張大会」で見事に最優秀賞に輝いた光
正太さんは９月11日、出水市高尾野町であった県
商工会青年部連絡協議会主催の「若い経営者の主
張大会」に大島地区代表として出場し、見事に第
３位となった。
　光さんは「発行に取り組んだプレミアム商品券
や島外から妻を迎えた自身の経験を元に島外出身
女性と町商工会青年部員との交流会を実施した
ことなどを発表した」と話し「１位になれなかっ
たのは残念だが、自分の想いを充分に伝えられた
ので満足。もっと奄美や喜界島を知ってもらい、
遊びに来てもらえるよう青年部活動にも頑張りた
い」と決意を新たにした。

　

町
文
化
協
会
（
外
内
千
里
会
長
）
は
、
伝

統
文
化
を
始
め
、
新
た
な
島
外
・
国
外
の
文

化
な
ど
に
親
し
み
な
が
ら
普
及
に
努
め
る
町

内
の
14
団
体
を
集
め
て
10
月
24
日
、
第
13
回

喜
界
町
地
域
文
化
祭
を
早
町
小
学
校
で
開
催

し
た
。

　

開
会
あ
い
さ
つ
で
外
内
会
長
は
「
毎
年
、

各
校
区
で
開
催
す
る
地
域
文
化
祭
も
一
巡
し

て
二
巡
目
に
入
っ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ

こ
早
町
小
学
校
の
大
山
巧
校
長
の
お
父
上
、

大
山
哲
夫
先
生
が
文
化
協
会
長
時
代
に
提
案

さ
れ
て
始
ま
っ
た
。
最
近
で
は
観
光
資
源
や

『
人
々
の
癒
し
』
と
し
て
注
目
さ
れ
る
伝
統
文

化
以
外
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
文
化
活
動

に
親
し
み
普
及
に
務
め
る
団
体
が
参
加
さ
れ

て
い
る
。
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
」
と
話
し
た
。

　

舞
台

発
表
は
、

大
正
琴

琴
友
会

を
先
頭

に
、『
喜

界
や
よ
い

島
』
を

校
訓
ど

お
り
、

「
正
し
く

 

明
る
く

 

強
く
」
歌

い
上
げ

た
早
町

小
児
童
、

今
回
か

ら
参
加

し
て
新

風
を
吹

き
込
ん

だ
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
先
人
の
遺
し
た
宝
物
を

伝
承
す
る
志
戸
桶
十
五
夜
会
な
ど
、
多
種

多
彩
な
団
体
が
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を
披

露
し
、
最
後
ま
で
観
客
を
飽
き
さ
せ
な

か
っ
た
。

　

講
評
で
大
山
校
長
は
「
町
地
域
文
化
祭

は
島
の
伝
統
文
化
を
始
め
、
エ
イ
サ
ー
、

和
太
鼓
、
日
舞
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
で
お
り
、
今
日
集
ま
っ
た

皆
さ
ん
も
楽
し
ん
で
、
元
気
を
も
ら
っ
た

の
で
は
。
早
町
小
の
児
童
た
ち
に
も
多
く

の
伝
統
文
化
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
た
の

で
、
ふ
る
さ
と
の
文
化
へ
の
誇
り
と
、
こ

れ
ら
を
継
承
す
る
意
欲
と
自
覚
を
持
て
る

教
育
に
取
り
組
み
た
い
」
と
話
し
た
。

伝
統
文
化
を
継
承
し
、

　
　

新
た
な
文
化
に
も
触
れ
よ
う

〜
第
13
回
喜
界
町
地
域
文
化
祭
〜

免
許
証
自
主
返
納
メ
リ
ッ
ト
制
度
を
ご
存
知
で

〜
交
通
安
全
協
会
よ
り
〜

　同制度は、奄美管内では平成20年12月16日よりスター
トしました。これは、高齢者ドライバー（65歳以上）を対象に、
「免許更新の時期がきたがもう車は運転しない」という方々が、
自主的に免許証を返納する制度です（有効期間内に限る）。
返納すると、
◎返納時に警察署より運転免許自主返納カードが渡される
◎ 喜界町ではタクシー会社３社のみ、カードを呈示すると利
用料金が１割引となる
などがあります。
　長年利用されていたものを手放すということは大変な決心
がいることでしょうが、ここ数年高齢者が関わる事故件数・
死亡事故数が半数を超えるという状況の中「運転に自信がな
くなった」「運転する必要がなくなった」という方々への呼び
かけです。スタートして２年近くになりますが、現在28名の
方が返納されております。
　ここで、免許証を返納するにあたり、永年の思いを込めた
一通のお便りが協会へありましたのでご紹介します。

＊　　＊　　＊
　私は昭和39年に普通運転免許を取得しました。当時の喜
界町の免許保持者は実にまばらで、特に女性ドライバーには
偏見さえありました。あれから40有余年の月日が経ちました。
静かに遥かな道程に思いを馳せてみますと、交通安全に心し
た様々な活動が思い出され、懐かしさと感謝の気持ちでいっ
ぱいです。～中略～
 本日、永年、善き道標として、私と一緒に歩んでくれた大切
な免許証を返納するにあたり、交通事故のない安心安全な喜
界町が築かれん事を願って、私のドライバーとしての責務を
終らせて頂きます。本当にありがとうございました。

＊　　＊　　＊
永年、本当にお疲れ様でした。　交通安全協会一同



保護者と一緒にダンス (志戸桶幼稚園 )

ソーラン節 (小野津小学校 )

初めての応援団！(滝川小学校 )

規律ある入場行進 (第一中学校 )

心ひとつの応援団演舞 (第二中学校 )

地域の方と一緒に八月踊り(早町中学校)

友達に説明する２年生 (阿伝小学校 )

百名以上参加の講演 (阿伝小学校 )

社会科研究授業 (早町中学校 )

研究発表 (早町中学校 )
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

感
動
い
っ
ぱ
い
！

喜
界
町
内「
幼
・
小
・
中
運
動
会
」

　

九
月
中
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け

て
喜
界
町
内
各
幼
・
小
・
中
学
校
で

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
の
学

校
も
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
地
域
の
特

色
を
生
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が
キ
ラ

リ
輝
く
素
晴
ら
し
い
運
動
会
が
実
施

で
き
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
で
は
、
先
生
と
一
緒
に
小

さ
な
体
を
思
う
存
分
動
か
し
て
、
表

現
豊
か
に
ダ
ン
ス
を
し
た
り
、
か

け
っ
こ
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
創
意
工
夫
あ
ふ
れ

る
団
体
種
目
や
応
援
合
戦
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
競
技
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
ど
の
学
校
も
子
ど
も
が
主
役

の
素
晴
ら
し
い
演
技
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
生
徒
が
主
体
的
に

動
き
、
体
育
祭
の
運
営
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
特
に
ど
の
学
校
も

応
援
団
に
よ
る
演
舞
は
、
素
晴

ら
し
く
、
大
き
な
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ど
の
小
学
校
の
運
動

会
で
も
中
学
校
の
生
徒
が
、
積

極
的
に
母
校
の
運
動
会
に
参
加

し
た
り
役
員
と
し
て
手
伝
っ
た

り
す
る
姿
に
後
輩
を
思
い
や
る

実
り
の
秋
！　

学
力
向
上
め
ざ
し
が
ん
ば
っ
て

ま
す
！

　

十
月
十
三
日
、
十
四
日
に
大
島
地

区
の
研
究
指
定
校
で
あ
る
早
町
中
学

校
、
阿
伝
小
学
校
で
こ
れ
ま
で
の
研

究
の
成
果
の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

十
月
十
三
日
は
、
早
町
中
学
校
で

研
究
公
開
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

早
町
中
学
校
は
、「
書
く
力
を
高

め
る
活
動
」
を
通
し
て
、
生
徒
に
成

就
感
・
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と

で
、
確
か
な
基
礎
学
力
の
定
着
を
め

ざ
し
て
研
修
し
て
き
た
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
最
初
に
早
町
中
学
校
の

研
究
概
要
に
つ
い
て
発
表
し
、
そ
の

後
、
一
年
生
で
数
学
の
授
業
、
二
年

生
で
理
科
の
授
業
、
三
年
生
で
社
会

の
授
業
を
公
開
し
、
喜
界
町
内
外
か

ら
集
ま
っ
た
先
生
方
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
ど
の
授
業
も
生
徒
の

学
力
定
着
に
向
け
て
工
夫
が

な
さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
授
業
で

し
た
。
参
加
し
た
先
生
方
も
今

後
の
参
考
に
し
た
い
と
感
想

を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

十
月
十
四
日
は
、
阿
伝
小
学

校
で
研
究
公
開
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

阿
伝
小
学
校
は
、
来
年
度
か

ら
本
格
実
施
さ
れ
る
学
習
指

導
要
領
で
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る

言
語
力
に
視
点
を
お
き
、「
説
明
す

る
力
の
育
成
」
を
め
ざ
し
て
研
究
し

て
き
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
研
究
の
概
要
を
発
表
し
た

後
、
２
年
生
で
算
数
の
授
業
、
３
・
４

年
生
で
国
語
の
授
業
、
５
・
６
年
生

で
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
授
業
を

公
開
し
ま
し
た
。

　

ど
の
学
年
の
授
業
も
子
ど
も
た
ち

が
意
欲
的
に
授
業
に
参
加
し
、
積
極

的
に
自
分
の
考
え
を
説
明
し
た
り
、

友
達
の
意
見
と
比
べ
な
が
ら
発
表
し

た
り
し
て
い
ま
し
た
。
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
授
業
で
は
、
役
場
の
産

業
振
興
課
の
方
や
中
央
公
民
館
の
方

を
講
師
に
喜
界
島
の
よ
さ
を
伝
え
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
り
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
文
部
科
学
省
の
、
水
戸

部
修
治
教
科
調
査
官
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
水
戸
部
先
生
は
、

「
各
教
科
等
に
お
け
る
言
語
活

動
の
充
実
と
授
業
改
善
」
の

テ
ー
マ
で
講
演
を
さ
れ
ま
し

た
。
先
生
方
も
明
日
か
ら
の
教

育
実
践
に
生
か
す
こ
と
が
で
き

る
と
大
満
足
の
講
演
で
し
た
。

　

今
回
の
二
校
に
よ
る
研
究
発

表
会
は
喜
界
町
の
子
ど
も
の
学

力
向
上
に
向
け
て
実
り
の
多
い

も
の
と
な
り
ま
し
た
。

優
し
い
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と
で
し

た
。

　

子
ど
も
と
教
師
、
保
護
者
、
さ
ら

に
は
地
域
の
方
々
が
一
体
と
な
り
運

動
会
を
盛
り
上
げ
て
い
く
喜
界
町
の

運
動
会
は
、「
喜
界
島
の
誇
り
」で
す
。
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山田　佳奈ちゃん 水流　崚智くん 村山　結菜ちゃん 三幸　心ちゃん

岡本　雄正くん 岩松　麻央ちゃん 笹原　優菜ちゃん

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

　

11
月
19
日
〜
11
月
22
日
ま
で
、

胃
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。

　

胃
が
ん
は
、
現
在
、
日
本
人
に

一
番
多
い
【
が
ん
】
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

2
0
0
8
年
の
【
が
ん
】
に
よ

る
死
亡
で
は
、
男
女
と
も
に
、
肺

が
ん
が
１
位
、
胃
が
ん
は
2
位
で

し
た
。

　

胃
が
ん
検
診
は
、
バ
リ
ウ
ム
を

飲
ん
だ
り
、
ゲ
ッ
プ
を
我
慢
し
た

り
と
、
検
診
自
体
少
し
大
変
な

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
死
亡
率

の
減
少
に
対
し
て
は
有
効
な
検

査
方
法
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
胃
が
ん
は
、
早
期

に
見
つ
け
て
治
療
す
れ
ば
、
ほ
ぼ

1
0
0
％
治
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
に
も
、
皆
さ
ん
、
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
胃
が
ん
検
診
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65

－

３
５
２
２
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
検
診
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
？

認
知
症
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
、困
っ

て
い
る
方
へ

認
知
症
介
護
教
室
（
要
予
約
）

1
回
目 

…
平
成
22
年
11
月
23
日
（
祝
）

場　

所
…
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

時　

間
…
午
後
１
時
30
分 

〜

　

糖
尿
病
と
は
、
生
活
習
慣
病
の
一

つ
で
、
血
糖
値
（
血
液
中
の
糖
分
量
）

が
通
常
よ
り
も
高
い
状
態
が
続
く
病

気
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
に
は
、
大
き
く
分
け
て
２

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、
生
活

習
慣
が
深
く
関
係
し
て
い
る
２
型
が

日
本
人
の
糖
尿
病
の
ほ
と
ん
ど
を
占

め
て
い
ま
す
。
発
症
初
期
は
自
覚
症

状
が
現
れ
に
く
く
、
放
っ
て
お
く
と
、

糖
尿
病
特
有
の
３
大
合
併
症
（
神
経

障
害
、
網
膜
症
、
腎
症
）
の
ほ
か
、

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど
の
合
併
症

を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
も
あ
り
、
生

活
の
質
を
損
ね
て
し
ま
う
原
因
と
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
・
・
・

　

糖
尿
病
の
原
因
と
し
て
最
も
多
い

の
は
肥
満
で
す
。
そ
の
た
め
、
予
防

に
は
ま
ず
肥
満
を
防
ぐ
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。
肥
満
に
は
、
Ｂ

Ｍ
Ｉ
と
い
う
基
準
が
広
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
の
人
な
ら
22
の
時
、

統
計
上
病
気
が
少
な
く
理
想
的
な
数

値
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
を
見
直
し
、

「
糖
尿
病
」
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
！

○
あ
な
た
の
Ｂ
Ｍ
Ｉ
数
値
は
・
・
・
？

　

体
重（
㎏
）÷
身
長（
ｍ
）÷
身
長（
ｍ
）

○
あ
な
た
の
標
準
体
重
は
・
・
・
？

　

身
長
（
ｍ
）
×
身
長
（
ｍ
）
×
22

糖
尿
病
（
肥
満
）
を
防
ぐ
生
活
の
ポ

イ
ン
ト

・
体
を
動
か
す
習
慣
を
身
に
つ
け
る

・ 

食
事
は
し
っ
か
り
か
ん
で
、
ゆ
っ

く
り
食
べ
る

・ 

甘
い
物
や
脂
っ
ぼ
い
も
の
は
食
べ

過
ぎ
な
い

・
薄
味
を
こ
こ
ろ
が
け
る

・
お
酒
は
適
量
で
、
禁
酒
日
を
作
る

　

喜
界
町
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る

様
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
認
知
症

に
つ
い
て
知
っ
て
頂
く
為
、
講
師
に

前
川
医
院
の
前
川
秀
幸
医
師
、
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
の
水
流
凉
子
先

生
を
お
迎
え
し
て
左
記
の
通
り
、
認

知
症
講
演
会
及
び
認
知
症
介
護
教
室

を
開
催
致
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
へ

認
知
症
講
演
会

平
成
22
年
11
月
22
日
（
月
）

場　

所
…
役
場 

多
目
的
ホ
ー
ル　

時　

間
…
午
後
６
時
30
分 

〜 

認
知
症
を
学
び

地
域
で
支
え
よ
う
!

2
回
目
…
平
成
22
年
11
月
28
日（
日
）

場　

所
… 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

が

じ
ゅ
ま
る

時　

間
…
午
後
１
時
30
分 

〜
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NHK学園　平成22年度受講者募集中！
募集内容 生涯学習通信講座（趣味から資格まで全２００コース）

概　　要  NHK 学園には、趣味・教養から語学・資格まで、幅広いジャンルの講座が２００コー

ス以上あります。通信講座で新しい趣味・スキルを身につけてみませんか。無料の案

内書をお気軽にご請求ください。（主な講座：俳句、短歌、川柳、書道、ペン字、写経、

絵画、絵手紙、写真、自分史、古文書、漢方薬膳、ハーブ、折り紙、ハングル、簿記

など）

受講期間 ３か月～１年（講座による）

募集対象 一般（年齢制限無し）

申込方法  ご請求により案内書をお届け。電話・FAX・ホームページからお申し込みできます。

受付期間 通年申込受付（いつでも受け付けております）

※案内書のご請求は下記まで。講座の詳細についてもお気軽にお問い合わせください。

〒１８６－８００１　東京都国立市富士見台２－３６－２
☎０４２-５７２-３１５１（代表）　　FAX０４２-５７４-１００６

税務署からのお知らせ

相続又は贈与等に係る生命（損害）保険契約等に
基づく年金の税務上の取扱いの変更について

　相続、贈与等により取得した生命保険契約や損害保険契約等に係る年金の所得税の取扱いを改め
ることとしました。
　この取扱いの変更により、所得税の還付を受けることができる場合があります。
　詳しくは、国税庁ホームページ【www.nta.go. jp】をご覧いただくか、最寄りの税務署にお問
い合わせください。

大島税務署　☎ ０９９７（５２）４３２１

１１月は不法投棄防止強化月間です！

　県では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎年１１月を「不法投棄防止強化月間」と
定めています。
　期間中は、不法投棄防止の啓発活動や、産業廃棄物の不法投棄防止パトロール等を、強化してい
ます。
　不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが，「不法投棄をしない。させない。見つけた
らすぐ電話を」という意識で不法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。

産業廃棄物の不法投棄を発見したら、下記までご連絡ください。 
　県庁廃棄物・リサイクル対策課　 ☎０９９（２８６）３８１０（サンパイゼロ）
　大島支庁 衛生環境室　　　　　　☎０９９７（５３）７４７４
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世
界
三
大
サ
ー
カ
ス

木
下
大
サ
ー
カ
ス
に
行
こ
う
！

入場料金
おとな こども

一般席前売券 ２，５００ １，５００

一般席当日券 ２，８００ １，８００

開演時間
１回 ２回 ３回

 月～水曜日 １１：００ １３：４０
金曜日 １３：００ １５：４０

土日祝、１/３・４ １０：２０ １３：００ １５：４０
１月１日 １３：００ １５：４０

後援： 鹿児島県、県教育委員会、県町村会、県市長会、県社会福祉協議会、県地域女性団体連絡協議会、県老人クラブ連合会、県PTA連合会、県
子ども会育成連絡協議会、県商工会連合会、NHK鹿児島放送局、県内民放各局ほか

お問い合せ先、申込先：木下大サーカス鹿児島公演事務局　☎０９９（２５１）０４５０

※有効期限の過ぎたパスポートを、まだ持っていませんか？
　有効期限は、お子さんの１８歳の誕生日前日までです。
　期限の過ぎたパスポートはご使用できませんので、まだお持ちの方は、すみやかに保健福祉課窓
口までご返却ください。

お問い合わせ　保健福祉課　☎６５－１１１１（内線３７）

　11月は児童虐待防止月間です。「おかしい」と感じたり、
児童虐待を発見したときは、児童相談所（☎５３－６０７０）、
福祉事務所（☎６５－０１１４）、役場保健福祉課（☎６５－
１１１１（内線３７））に相談してください。（通告は義務＝権利）
あなたも児童虐待防止ネットワークの一員です。

11月は「児童虐待防止月間」です

みすごすな
幼い子どもの

SOS
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第一回
朝日酒造 「私達の島を伝えたい」 コンクール

＜絵画展＞作品募集
「私達の島を伝えたい」とは、
全国・世界の人々ヘの「伝えたい」アピールであり、
島を離れて故郷を想い頑張る、喜界島出身の方々への「伝えたい」
メッセージでもあり、
未来の子供たちへの「伝えたい」伝承でもあります。
そして、この「伝えたい」想いには、愛情と自信と誇りがたっぷり
と詰まっているはずです。「私達の島を伝えたい」コンクールは、
その年毎にテーマを設定し、絵画、ポスター、作文、標語、造形等～、
様々な形で、毎年開催致します。

●第一回＜絵画展＞作品テーマ・・・『喜界島、ここが好き』
普段の生活の中で体験したこと、感じたことを（自然、文化、行事、
人等）想いのまま描いて下さい。例えば、こん　な気持ちを、画用
紙に思いきり描いてみたら～～～。
　・ 広い空と大きな海と風にそよぐサトウキビと～、百之台から眺
める景色に癒される。

　・指笛、島唄、三味線、太鼓～、体中で刻む六調のリズムが好き。
　・サトウキビにかぶりつく、じいちゃんの強い顔。等など～、
想いを巡らせて「自分の好き」を見つけて下さい。その作品からは、
きっと、あなたの「好き」のわけが伝わってくるはずです。

≪ 募 集 要 項 ≫
①対　　象 ・・・・・・・小学生・中学生・高校生
②締め切り ・・・・・・・平成 22年 12月17日（金）
③賞 ・・・・・・・・・・朝日酒造賞・特選・入選（全ての賞に、賞状・賞品）・参加賞
 朝日酒造賞作品は、期間限定で焼酎のラベルにします。
④審査基準 ・・・・・・・ テーマに沿って描かれていること。その作品から、描いた者の想いが

伝わってくるもの。作品を見た人の想像力を駆り立てるもの。
⑤入賞作品発表 ・・・・広報きかい【表彰式（平成 23年１月中旬）】
⑥入賞作品展示 ・・・・場所（朝日酒造貯蔵庫）
⑦そ の 他 ・・・・・・・用紙（四つ切り又は八つ切り）・画材（自由）

主催（問合先）：朝日酒造（株）　☎０９９７－６５－１５３１
　　　後　援 ：喜界町教育委員会
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こ
ん
に
ち
は

　
　
　
　

赤
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も

　
　
　

お
幸
せ
に

戸
籍
の
窓

11
月
末
は

国
民
健
康
保
険
税　
　
　

４
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険　

４
期
分

介
護
保
険
料　
　
　
　
　

４
期
分

の
納
期
限
で
す
。

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

ご
め
い
福
を

　
　
　

お
祈
り
し
ま
す

氏　
　
　

名

富
田　

ス
エ

加
納　

ツ
子

西
俣
工
一
郎

初　
　

ト
ミ

郡
山
秀
一

豊
岡
一
男

郷
實
弥
生

年
齢

86
才

94
才

84
才

94
才

56
才

84
才

52
才

住

所

上
嘉
鉄

羽

里

赤

連
湾

花
良
治

大
朝
戸

湾

住

所

上

嘉

鉄

上

嘉

鉄

川

嶺

川

嶺

滋

賀

県

大

阪

府

　

氏　

名　

富
田
哲
郎

萩
原
幸
子

富
田
健
太

岩
上
麻
里

澄
江
和
人

柳
澤　

梓

喜界町の推計人口
（平成22年11月１日現在）

世帯数   ・・・・ 3,724戸 （ 　  ３）

人 口   ・・・・ 8,096人 （ 　  ５）

男   ・・・・ 3,892人 （ 　 6）

女   ・・・・ 4,204人 （  △1）

（　）は前月比

支
え
あ
い
労
苦
共
に
し
幾
年
を

歩
み
し
両ち

ち
は
は親

子こ
ま
ご孫

の
宝前

田
喜
代
美

む
さ
ぼ
り
し
読ず

し
つ
才か

ど

め
く
秋
の

宵
汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
古
典
の
泉

豊
島
　
　

瞳

浜
道
を
友
が
語
ら
う
逝
き
母
を

想
い
浮
か
べ
し
撫
子
の
花島

崎
　

久
代

旅
立
ち
を
見
上
げ
る
頬
に
雨
ぞ
降

る
我
ら
と
同
じ
泣
く
が
如
く
に

徳
　
　

成
寿

新み
い
に
し西

の
吹
き
初
む
夜よ

は半
を
何
鳥
か

鳴
き
つ
つ
行
け
ば
故
な
く
人
の
恋
し

中
澤
　

ヒ
デ

〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

朝
夕
の
涼
し
き
風
に
揺
れ
な
が
ら

青
紫
蘇
の
穂
に
白
き
花
咲
く

嶺
倉
　

祝
子

毎
日
を
程
よ
き
道
の
り
行
き
通
う

吾
が
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て

林
　
　

蓮
香

老は

は母
我
を
如
何
に
思
い
し
長
男
は

お
盆
の
日
々
を
共
に
過
ご
し
て

有
村
　

道
子

青
空
に
一
筋
白
く
飛
行
機
雲

喜し

ま
界
島
を
よ
ぎ
り
て
い
づ
く
に
か
ゆ
く

平
尾
　

チ
ヨ

人
影
の
絶
え
し
海
辺
は
青
く
澄
み

潮
風
清
し
紋も

ん
ぱ羽

の
木
陰
は弥

島
　

幸
子

〈
萌
　

葉
　

会
〉

萌
葉
会
よ
ろ
し
く
頼
む
裸は

だ
か
ぎ木

の

我
若
返
る
八
十
八
の
稚や

や美
代
　

イ
シ

紫
の
し
だ
れ
し
玉
の
風
に
ゆ
れ

思
い
は
せ
見
む
式
部
の
宮
を

井
澤
紀
美
子

屋
久
島
の
友
の
親
子
の
温
か
き

観
光
も
て
な
し
生
涯
忘
れ
じ

平
島
　

初
子

社
協
だ
よ
り

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

峰
山　

智ち
か花

宇
津
川
聡そう
や哉

牧
田　

琉る
り莉

西
尾　

逢あえ
る瑠

奥
恵
喜

誠
司

裕
一

勝
幸

赤

連

赤

連
湾

上
嘉
鉄

松　

本　

賢　

二

平　

田　

ア　

キ

市
来
崎　

秀　

敏

郷　

實　

イ　

ク

嘉　

鈍

志
戸
桶

赤　

連
湾

今
月
の

ウ
ヤ
フ
ジ
訓

あ
お
や
せ
ー

か
ま
ん
ち
ゅ
や

び
ん
た
や

（
食
べ
な
い
人
は
）

　

島
の
人
間
は
何
百
年
と
青

野
菜
を
食
べ
続
け
て
き
た
の

で
、
体
に
は
青
野
菜
が
必
要

不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
し
、
青
野
菜
を
食
べ
な

け
れ
ば
、
体
調
が
悪
く
な
り

知
恵
も
回
ら
な
く
な
る
。

解
説

み
ぐ
ら
ん

（
巡
ら
な
い
）

（
青
野
菜
を
）

（
頭
が
）
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10 －11 月

第
29
回

クズ（葛）

東アジア原産でマメ科クズ属のツル性多年草。
秋の七草のひとつ。名の由来は、サツマイモ

などから取るデンプン類の最上級品はクズ由来の
ものであり、なかでも奈良吉野の国栖（くず）産
が古くから有名であったため。漢方薬として葛根
湯（かっこんとう）が有名。
　爆発的な繁茂力のため世界の侵略的外来種ワー
スト 100 に指定されており、いったん繁茂すると
周囲の樹木を絡めとりながら、文字どおり蔓延（ま
んえん：蔓もカズラと読む）し、駆除は困難である。
以前はツルを縄として利用したため、他に悪影響
を与えるほどには繁茂しなかった。
　花ことばは「活力」「芯の強さ」「治癒」。

編

集

後

記

　

今
月
号
に
あ
る
と
お
り
、
昭
和
29
年
に
中

学
校
を
卒
業
し
た
年
代
が
全
国
か
ら
集
ま
り

同
窓
会
を
し
た
。
齢
七
十
を
過
ぎ
、
島
で
旧

友
と
童
心
に
返
る
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
い
喜

び
だ
ろ
う
。

　

先
月
号
で
シ
マ
ユ
ミ
タ
調
査
団
を
紹
介
し

た
が
、
今
で
は
使
わ
れ
な
い
古
い
シ
マ
ユ
ミ
タ

が
職
場
で
話
題
に
な
り
、
祖
母
か
ら
教
え
ら

れ
た
『
マ
ー
チ
ョ
ー
ニ
ャ
ー
』
を
思
い
出
し
た
。

　

祖
父
母
に
育
て
ら
れ
た
の
で
、
食
事
と
い

え
ば
豆
腐
と
フ
ダ
ン
ソ
ー
の
煮
物
や
ヤ
セ
ー

イ
ッ
チ
ー
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
、
奥
歯
に
異
物

を
感
じ
て
「
ち
い
さ
い
カ
タ
ツ
ム
リ
が
入
っ
て

る
が
ね
」
と
祖
母
に
訴
え
る
と
「
マ
ー
チ
ョ
ー

ニ
ャ
ー
や
チ
ク
ン
じ
ゃ
が
、
カ
ミ
」
と
、
事
も

な
げ
。

　

暗
く
な
る
ま
で
遊
び
ほ
う
け
、
ブ
タ
ン
カ
ー

で
温
め
た
水
を
タ
ン
ム
で
沸
か
し
た
風
呂
に

入
る
。
ア
タ
イ
で
と
れ
た
フ
ダ
ン
ソ
ー
の
夕

食
を
平
ら
げ
、
大
技
が
飛
び
出
す
た
び
に
足

や
体
全
体
が
つ
ら
れ
て
動
く
祖
父
の
ひ
ざ
の

上
で
プ
ロ
レ
ス
中
継
を
み
る
。
そ
し
て
９
時
に

は
布
団
に
入
り
一
日
を
終
え
る
。
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
も
何
も
な
か
っ
た
が
、
思
い
返
せ
ば
夢
の
よ

う
な
毎
日
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
当
時
は
昔
式
の
ア
ン
マ
ー
ジ
ュ

ウ
リ
に
う
ん
ざ
り
し
、
友
達
が
「
夜
の
お
か

ず
何
？
」
と
若
い
母
親
に
聞
く
の
が
、
う
ら

や
ま
し
か
っ
た
り
も
し
た
。

　

け
れ
ど
、
人
の
世
の
情
け
を
知
る
年
齢

に
な
り
、
ふ
る
さ
と
と
幼
少
期
の
思
い
出
は

郷
愁
と
感
謝
の
念
を
与
え
て
く
れ
る
存
在
と

知
っ
た
今
で
は
、
バ
ー
チ
ャ
ン
の
あ
の
フ
ダ
ン

ソ
ー
が
食
べ
た
く
て
、
涙
が
で
そ
う
な
ほ
ど

で
あ
る
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
植
村
）

アサヒカズラ（朝日葛）

メキシコ原産でタデ科アサヒカズラ属のツル
性多年草。別名はピンクシャワー、珊瑚藤、

クイーンネックレスなど。新渡戸葛の別名もあ
るが、これは旧五千円札に肖像画が使われた農学
者の新渡戸稲造（国際連盟事務次長や東京女子大
学初代学長など歴任）が、台湾総督府赴任時に日
本に紹介したから、とされる。地下部の球根は食
用になり、次々と咲く美しい花には蜜が豊富で、ハ
チがよく訪れる。
　花ことばは「愛の鎖」。

ヤイトバナ（灸花）東アジア原産でアカネ科ヤイトバナ属のツル
性多年草。名の由来は、ヤチューを据えた

跡のような色合いの花を咲かせるため。その花
は可憐で、写真のように絡まった他の樹木を覆
いつくすほどに咲き乱れる。
　葉や茎、実に悪臭があることから名付けられ
た「ヘクソカズラ（屁糞葛）」の別名が、標準名
より馴染みがあるのでは。
　花ことばは「誤解を解きたい」「人嫌い」。

絡まらずにアスファルトを這うクズ


